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横浜市教育委員会 人権教育・児童生徒課  

主任指導主事 小倉克彦 

  

数年前にスタートカリキュラムの授業を拝見した時のことです。入学式を終えて４～５日といったところでし

ょうか。担任の進行で、楽しくゲームが進んでいきます。子どもたちの歓声や笑顔からは、リラックスしてゲー

ムを楽しんでいる様子が伝わりました。そんな中に、机の下に潜っている子が１人いました。わたしは、「先生は

どのようにかかわるのだろうか」と心配しつつも、少し期待しながら見守りました。担任は、ゲームを進行しな

がら、時々机の下にいる子どもに視線を送っているようでした。しかし、アプローチらしいことはなされず、そ

の子もゲームに参加することなくその時間を終えました。 

わたしは、「友だちと一緒に楽しく過ごすことができないこの子にとって、学校が楽しいところではなくなっ

てしまうのではないか」と心配になり、そばでご覧になっていた校長先生に尋ねました。校長先生は、 

「幼稚園からの引継ぎでは、『環境の変化への対応が苦手で、集団に馴染むまでに時間がかかってしまう』と聞

いています。だからこの状況は予想通りなんですよ。」 

「今日、この子はゲームに参加していないように見えたけれど、ゲームをしている友だちのことを机の下から

よく見ていたし、表情も柔らかかったでしょう。だから、わたしたちは、この子なりに精一杯ゲームに参加

していたし、楽しんだととらえています。」 

「あと１週間でゲームに参加するはずです。」 

とおっしゃいました。 

これを聞いたわたしは、心が震えるような気持ちになりました。担任が、ゲームに参加するよう促すことなく

視線を送っていたのは、現状の子どもをあたたかく受けとめ、認めるメッセージだったのです。つまり、自信を

もって「声をかけない支援」を選択したのです。もし、自分がその場で指導していたら「一緒にゲームをしよう」

「今度は参加できるといいね」等と声をかけていたはずです。どんなにあたたかく、笑顔で声かけをしたとして

も、それはゲームに参加しないことをよしとしないメッセージになり、それはこの子の主体性を促す支援にはな

らなかったのだと思いました。ゲームに参加しない子どもに「今の状況としては、十分である。主体的に参加し

ている。」と評価できる学校の児童理解、担任の指導に、頭が下がる思いで学校を後にしました。 

後日、校長先生にお尋ねしたところ「４月の後半には笑顔でゲームに参加していた」「２年生になったが登校渋

りもなく、おだやかに教室で過ごしている」とのことでした。 

子どもが、自分らしく、自信をもって学校生活を送るためには、「子どもの力を信じ、認める」教師の存在が重

要です。だからこそ教師が、１人ひとりの言動の背景にある気持ちや個性をよく知る必要があります。ゲームに

参加しない子どもに声をかけずに支援した前述の担任から、改めて「子どもを知ること」の大切さを考えました。 

 

「子どもを知る」ということ 







 

 

 

平成２７年８月２１日、横浜市特別活動研究会で長年にわたりご活躍されたお二人を迎え「これからの特別活

動に期待すること」をテーマに講演会が行われました。 

上妻先生からは、これからの時代の変化を読み、求められる資質・能力を育むことや、特別活動の可能性につ

いて、実践をまじえてお話いただきました。北村先生からは、これまでの教師人生でのさまざまな「出会い」か

ら先生が培われた考え方や生き方、教訓などをお話いただき、我々後輩へのエールをいただきました。お二人の

講師の先生方、本当にありがとうございました。 

 

講師 元横浜市特別活動研究会会長 

前横浜市立折本小学校校長 

上妻 優美子先生 

 ＜概要＞ 

○30年後の社会 

○これからの時代を生きる人たちに必要とされる資質・

能力をいかに培うか 

○特別活動を通し、育てたい資質や能力 

○折本小での実践より 

○特別活動に期待すること 

 

講師 前横浜市特別活動研究会会長 

前横浜市立山田小学校校長 

北村 利郎先生 

＜概要＞ 

  ○はじめに・・・論語より 

  ○教員になるまでの出会い 

  ○教員としての出会い 

  ○管理職としての出会い 

  ○おわりに・・・一粒の種 

 

 

 

 

 

蝉しぐれが暑さを掻き立てる 8 月 6 日・7 日、横浜の地で初めての全国大会を開催しました。 

オフコース発祥の地「聖光学院 ラ・ムネホール」を全体会場として、全国から 800 名を超える参加者を、 

ピアノとバイオリンによるオフコースメロディで出迎え、大会が始まりました。 

野球解説者の古田敦也氏の記念講演は、聴衆を魅了し、多くの方々の心に深く残るものでした。 

2 日目には、ウイリング横浜を会場として、全国の小学校・中学校・高校から 26 の提案がなされ、各部会では

熱のこもった協議がなされました。 

第 59 回を重ねる全国大会においても、稀有の実りある大会とする

ことができました。研究会員の皆様には、大会の運営から参加者へ

の呼びかけ等々、筆舌に尽くせないほどのご協力をいただきました。

誌上を借りて、改めて感謝申し上げます。 

「大変だったけど、楽しかったね。夏」 

本研究会の歴史に残る夏でした。 

記 中尾小 高橋宏明 

 

 

夏の講演会 

全国特別活動研究協議大会 


